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県
外
の
あ
る
保
育

園
に
お
い
て
、
通
園

バ
ス
置
き
去
り
死
亡
事
件
や

虐
待
（
暴
行
）
事
件
が
発
生

し
た
が
、
当
町
の
現
状
確
認

は
行
っ
た
の
か
。

国
か
ら
送
迎
バ
ス

を
有
す
る
全
て
の
保

育
所
等
に
対
し
、
緊
急
点
検

を
行
う
よ
う
通
知
が
あ
り
、

町
内
４
園
に
対
し
現
地
点
検

を
実
施
。
ま
た
、
虐
待
等
に

つ
い
て
も
、
国
か
ら
実
態
調

査
依
頼
が
あ
り
、
公
・
私
立

す
べ
て
の

�園
を
対
象
に
調

査
し
た
が
、
各
園
い
ず
れ
も

適
正
に
実
施
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
確
認
し
た
。

今
後
、
事
故
防
止

に
向
け
て
の
対
応
策

は
。

園
児
置
き
去
り
防

止
装
置
を
バ
ス
に
設

置
し
、
各
園
の
「
法
令
遵
守

責
任
者
」
確
認
の
元
、
適
正

に
、
定
期
的
に
実
施
さ
れ
る

よ
う
助
言
・
指
導
を
行
う
。

虐
待
等
に
関
し
て
は
、
公
私

立
園
長
会
に
お
い
て
、
「
国

の
手
引
き
」
や
、
全
国
保
育

士
会
作
成
の
「
人
権
擁
護
の

た
め
の
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
」
を
配
付
し
、
各
園
で

改
め
て
保
育
の
在
り
方
を
点

検
す
る
よ
う
依
頼
し
た
。

昨
年
一
昨
年
と
通
園
バ
ス
置
き
去
り
死
亡
事
件
が
発
生
。

ま
た
昨
年
は
、
保
育
士
に
よ
る
虐
待
・
暴
行
事
件
が
発
生
し

た
。
当
町
の
対
応
策
を
問
う
。

問答

答 問

本
庁
舎
の
男
性
用

ト
イ
レ
個
室
へ
の
配

備
状
況
は
。多
目
的
ト
イ
レ
に

は
設
置
し
て
い
る
が
、

男
性
用
ト
イ
レ
に
は
設
置
し

て
い
な
い
。町
公
共
施
設
全
体

の
男
性
用
ト
イ
レ
個

室
へ
の
設
備
状
況
は
。

町
公
共
施
設
全
体

で
は
、
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
外
２
施
設
、
３
箇
所

の
設
置
に
留
ま
っ
て
い
る
。

今
後
の
お
考
え
は

安
心
し
て
施
設
を

利
用
し
て
も
ら
う
た

め
に
も
、
各
施
設
の
利
用
ニ

ー
ズ
や
個
室
ス
ペ
ー
ス
な
ど

に
考
慮
し
な
が
ら
、
順
次
設

置
し
て
い
く
。

が
ん
な
ど
を
患
い
、
尿
漏
れ
パ
ッ
ト
等
を
利
用
す
る
方
の

た
め
、
町
公
共
施
設
の
男
性
用
個
室
ト
イ
レ
に
も
サ
ニ
タ
リ
ー

ボ
ッ
ク
ス
設
置
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
。

問答

答 問

答 問

園の安全管理体制は

地域の皆様と一体で見守る

町
長

◆田中 敏弘 議員

男性トイレにサニタリーＢＯＸを

町公共施設に順次設置する

町
長

◆早崎百合子 議員
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水
谷
久
美
子
議
員
は
、
令
和
５
年
２
月

�

日
（
土
）

�時

�分
頃
、
養
老
町
栗
笠
地
内

に
お
い
て
、
自
身
が
運
転
す
る
乗
用
車
が
、

女
子
高
校
生
が
運
転
す
る
自
転
車
と
衝
突
す

る
交
通
事
故
を
起
こ
し
た
。
そ
の
際
、
負
傷

者
の
救
護
や
事
故
報
告
の
事
故
対
応
を
同
乗

者
に
任
せ
、
自
身
の
議
会
報
告
会
に
向
か
っ

た
。
負
傷
し
た
女
子
高
校
生
は
、
同
乗
者
の

家
族
が
運
転
す
る
乗
用
車
に
よ
り
、
西
美
濃

厚
生
病
院
に
搬
送
さ
れ
、
女
子
高
校
生
の
保

護
者
が
病
院
に
到
着
し
て
か
ら
、
保
護
者
よ

り
警
察
へ
事
故
報
告
を
行
っ
た
。
水
谷
議
員

が
警
察
署
に
向
か
っ
た
の
は
、

�時

�分
頃
、

現
場
検
証
は

�時
頃
か
ら
行
わ
れ
た
。

水
谷
久
美
子
議
員
が
起
こ
し
た
交
通
事
故

に
お
い
て
、
水
谷
議
員
が
運
転
者
で
あ
り
な

が
ら
、
負
傷
者
の
救
護
と
事
故
の
報
告
を
同

乗
者
に
任
せ
、
予
定
し
て
い
た
議
員
活
動
で

あ
る
報
告
会
を
優
先
し
た
こ
と
が
、
養
老
町

議
会
政
治
倫
理
条
例
（
以
下
「
条
例
」
と
い

う
。）
第
３
条
第
１
項
第
１
号
の
政
治
倫
理
基

準
に
違
反
す
る
疑
い
が
あ
る
と
し
、
２
月

�

日
付
け
で
議
員

�名
の
連
署
を
持
っ
て
、

当

該
違
反
行

為
の

存
否
に
つ
い
て
の

審
査

請
求

が
、
議
長
宛
に
提
出
さ
れ
た
。

こ
れ
を

受
け
、
議
長
は
、
２
月

	日
に
養

老
町
議
会
議
員
政
治
倫
理

審
査
会
（
以
下

「
審
査
会
」
と
い
う
。
）
を
設
置
し
、

８
名

（
松
永
民
夫
議
員
、
田
中
敏
弘
議
員
、
野
村
永

一
議
員
、

早
崎

百
合
子
議
員
、

吉
田

太
郎
議

員
、
長

澤
龍

夫
議
員
、

北
倉

義
博
議
員
、

小

寺
光

信
議
員
）
を

委
員
に
指
名
す
る
と
と
も

に
、

当
該

審
査
事

案
の

審
査
を

審
査
会
に
付

託
し
た
。

水
谷
久
美
子
議
員
が
行
っ
た
主
な
弁
明

①
事
故
対
応
を
同
乗
者
に
任
せ
、
議
員

活
動
を
優
先
し
た
の
は
、
現
場
で
女
子

高
校
生
に

声
を
か
け
、
そ
の
応
対
か
ら

軽
傷
で
あ
る
と
安
易
に
判
断
し
て
し
ま
っ

た
こ
と
と
、
予
定
し
て
い
た
議
員
活
動

の
責
任
者
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
責
任
と

義
務
感
を
感
じ
て
い
た
た
め
で
あ
っ
た
。

②
救
急
車
を

呼
ば
ず
に
、
同
乗
者
の
家

族
の
乗
用
車
で
女
子
高
校
生
を
西
美
濃

厚
生
病
院
に
搬
送
し
た
こ
と
に
つ
い
て

は
、
女
子
高
校
生
に
救
急
車
を

呼
ぶ
こ

と
を

提
案
し
た

上
で
の
こ
と
で
あ
り
、

本
人
か
ら
同
意
を
得
て
い
た
。

③
水
谷
久
美
子
議
員
と
同
乗
者
が
警
察

へ
の
報
告
を
し
て
い
な
い
こ
と
や
、
議

員
自
身
が
警
察
署
に
向
か
っ
た
時
間
が
、

事
故

発
生
か
ら

約
２
時

間
経

過
し
た

後

で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は

痛
恨
の

極

み
で
あ
る
。

④
負
傷
者
で
あ
る
女
子
高
校
生
と
そ
の

保
護
者
に
は
お

詫
び
し
た
。
ま
た
、
事

故
後
の
女
子
高
校
生
の

容
態
に
つ
い
て

も
継

続
的
に
確
認
を
行
っ
て
い
る
。
こ

の
ほ
か
、
警
察

及
び
女
子
高
校
生
の
保

護
者
に

ド
ラ
イ

ブ
レ

コ
ー

ダ
ー
の

記
録

を
提
出
し
た
。

・
委
員
長
に

北
倉

義
博

委
員
、

副
委
員
長
に

野
村

永
一

委
員

を
選
任
。

・
審
査

請
求
の
適

否
と
日

程
案

を
協
議
。

提
出
さ
れ
た

審
査

請
求

書
が
条
例
第
５
条
の

規

定
に
適
っ
て
い
る
こ
と
を

決

定
し
、

審
査
を

開
始
。
日

程

案
に
つ
い
て
も
承
認
。

・
関
係
議
員
の
弁
明
及
び
質
疑
。

・
違
反
行
為
の
存
否
を
審
査
。

・
議
長
に
報
告
す
る
に
あ
た
り
、

審
査

結
果
の

措
置
に
つ
い
て

協
議
。

・
審
査

結
果
の
報
告
内

容
を
確

認
。

・
委
員
長
が

審
査

結
果
報
告

書

を
議
長
に
提
出
。

当
該

審
査
事

案
に
対
し
、

慎
重
に

審
査
し

た
結

果
、
政
治
倫
理

審
査
会
で
は
次
の

結
論

に
至
っ
た
。

水
谷
久
美
子
議
員
は
、
自
身
が
起
こ
し
た

交
通
事
故
に
お
い
て
、
運
転
者
で
あ
り
な
が

ら
、
警
察
へ
の
報
告
を

怠
り
、
さ
ら
に
負
傷

者
の
救
護
を
同
乗
者
に
任
せ
、
現
場
を

離
れ

予
定
し
て
い
た
議
員
活
動
を
優
先
し
た
。
そ

の
結

果
、
救
急
車
は

要
請
さ
れ
ず
、
警
察
へ

の
報
告
も
女
子
高
校
生
の
保
護
者
か
ら
な
さ

れ
た
。
現
在
の
と
こ

ろ
女
子
高
校
生
に

大
事

は
な
い
が
、
町

民
の
生

命
・

財
産
に
対
し
て

責
任
が
あ
る
町
議
会
議
員
と
し
て
、
水
谷
久

美
子
議
員
が
適
切
な
事
故
対
応
を
行
わ
な
か
っ

た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

以
上
か
ら
、
水
谷
久
美
子
議
員
の

当
該

審

査
事

案
に
お
け
る
事
故
対
応
は
、
町

民
全
体

の
代

表
者
と
し
て
、
そ
の

品
位
と
名

誉
を

損

な
う

一
切
の
行

為
を

慎
み
、
そ
の

職
務
に
関

し
、
町

民
の
疑

惑
を

招
く
お
そ
れ
の
あ
る
行

為
を
し
な
い
こ
と
と
し
た
政
治
倫
理
基
準
に

違
反
し
て
い
る
と
結
論
づ
け
た
。

ま
た
、

当
審
査
会
で
は
、
議
長
が
関

係
議

員
に
対
し
て
、
議
会
の
名

誉
及

び
品

位
を
守

り
、
町

民
の

信
頼
を

回
復
す
る
た
め
に

講
じ

る
措
置
に
つ
い
て
も
、
条
例
第

９
条
（
１
）

に
規
定
す
る
「
議
員
の

辞
職

勧
告
」
が

妥
当

で
あ
る
と
の
結
論
に
至
っ
た
。

以
上
の

結
果
を

受
け
、
３
月


日
、
議
長

は
水
谷
久
美
子
議
員
に
対
し
、
議
員
の

辞
職

を
勧
告
し
た
。

議議
員員
政政
治治
倫倫
理理
審審

査査
会会

結
果
報
告

●
審
査
請
求
と
審
査
会
の
設
置

●
審
査
事
案
の
概
要

●
関
係
議
員
の
弁
明

●
審
査
の
経
緯

●
審
査
の
結
果

●
審
査
結
果
の
措
置

３月６日
第２回審査会

３月�日
第３回審査会

２月�日
第１回審査会

３月�日
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